
2 0 2 6 年 4 月 2 6 日 

西日本旅客鉄道株式会社 

 

線路脇の部材が列車と接触した事象について（ＪＲ東西線） 

 

 ２０２６年４月２５日、ＪＲ東西線 尼崎～加島駅間で、運転士が通常と異なる音を認めて停

車し、車両及び線路の確認を行いました。お客様にはご迷惑とご心配をおかけし、申し訳ござい

ませんでした。 

 

１ 発生日時 

４月２５日（土） １８時５０分頃 

 

２ 発生場所 

ＪＲ東西線 尼崎 ～ 加島駅間 

 

３ 列 車 名 

  上り快速電車 ７両編成 

  宝塚駅（１８時２６分）発 同志社前駅（１９時４８分）行 

  ご乗車のお客様：約２００名 

 

４ 概  況 

 １８時５０分頃、当該電車の運転士が尼崎～加島駅間を走行中、通常と異なる音を認め、停車

しました。車両及び線路の確認を行いましたが、当該電車の車両の確認が完了し、運転に支障が

ないことが確認できたため、１９時５２分に当該電車のみ運転を再開しました。線路の確認を行

っていたため、ＪＲ東西線では尼崎～京橋駅間で運転を見合わせましたが、現地の確認が完了し、

運転に支障がないことが確認できたため、２１時３２分に通常速度で運転を再開しました。 

※ご乗車のお客様にお怪我はありません。 

※１９時３０分から２３時００分まで振替輸送を実施しました。 

 

５ 列車影響 

＜運休＞計５２本（上り２９本、下り２３本） 

＜遅れ＞上り快速電車[篠山口（１９：４４）発 同志社前（２１：５３）行]が６０分遅れ

たのを最大に、計５３本（上り２７本、下り２６本）に遅れ 

＜影響人員＞約３６，０００人 

 

６ 発生経緯 

枕木の間隔を保持する部材が外れ、車両と接触したためです。 

部材が外れた原因は調査中です。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＪＲ東西線 尼崎～加島駅間 下神崎川橋梁上の画像 ※通常時】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上段の画像の四角囲い部分の拡大（部材は○囲いの部分） ※通常時】 


